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背　　景
　ポルフィリンに代表される光増感剤などからなる光機能性材料は、細菌などを不活性化するための最も有望な材料
の一つである。中でも、高分子に分類される光機能性有機材料は、光増感剤としてしばしば用いられている。有機高
分子材料の光増感剤の中でも、共有結合性有機フレームワーク（COF）は、細菌を不活性化する光触媒として有望であ
り、実用化に向けてより高活性な光増感作用をしめす有機高分子材料の開発が望まれていた。

概要・特徴
　本研究では、ポルフィリンCOFを剥離することで、ディスク状の高分子材料の共有結合性有機ナノディスク
(CON)を合成し、CONはCOFに比べ細菌に対してより優れた光増感作用として高い殺菌活性を示すことを明らかに
した。

技術内容
● 簡易な方法で、ディスク状の形状をしたCON
を合成できることがわかった。
● 合成したポルフィリンCONは、オリジナルの
COFと比較して、光照射により10倍以上の抗
菌活性を示すことがわかった。
● 助触媒存在下で、合成したポルフィリンCON
は、COFに比べ、光照射により最大で７倍の
水素を発生する光増感剤としても機能すること
が分かった。

社会への影響・期待される効果
　今回作製したポルフィリンCONは、大腸菌の場合、一重項酸素が菌膜の破裂という致命的なダメージを与えてい
ることがわかり、これを用いれば大腸菌のみならず、一般的な殺菌剤としての利用が期待できる。また、光機能に応
じた二次元ポリマーの新しい作製方法を複数示し、このディスク状高分子が人工光合成を目指した光触媒反応に使用
できる光機能性材料であることを示した。
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